
生活保護を受けている人というのが、例えばうちだと、川崎の中では生活保護受給家庭で育つ中高生が２,０００人

もいるんですよ。びっくりですね。その貧困の連鎖率というのは２５％、ですからうちの塾、勉強の学習室に通って

いる子も、４人に１人は、もう一回、生活保護になっちゃうわけです。生活保護になるということは、働かないとい

うことなんです。働かないということは社会的負担ということです。もちろん本当に生活保護を受けなければいけな

い人たちには当然のごとく福祉がされるべきなんです。だけれども、この子たちには勉強するチャンスがないだけな

んです。生まれた環境が違うから、生まれた環境がたまたまそこだったから、勉強する環境、大人が支援してくれる

環境がないからそうなっているだけなんです。

例えばいろいろな障害を持っているとか、そういう子は大変かもしれない。だからフォローしていってあげなければ

いけないけれども、この子たちにはチャンスがなかっただけなんです。ですから、この子たちにチャンスを提供すれば、

必ず高校に行って、社会で意欲を持って自立して、社会に貢献する人になっていくことができるんです。それを私たち

はやっています。生活保護になると、年間８,０００万から１億円のコストがかかります。私たちの税金です。だけど、

この事業って、私たち、５、６００万で受けているんですけれども、全員、意欲を持って、将来、仕事をしたいと言っ

てくれるわけなんです。安いですよ。めちゃめちゃ費用対効果が高い、これをあまり言うと嫌がられるかもしれないん

ですけれども。だから子供のうちに策を打ってあげれば、すごく元気になって、成長して、社会に貢献してくれる子供

たちがたくさん育つということなんですね。ということを言いたいんです。その子たちが少年院における、この辺です

ね、貧困ということは犯罪率も高くなるわけですよ。御記憶にあるかどうかわかりませんが、川崎市で中学１年生の子

供が殺されましたね。あの事件も、やったほうもやられたほうも貧困家庭の中にあります。もし私たち大人がその子た

ちの面倒をちょっと見てあげることができていたなら、あの事件は起きなかったかもしれないと私は思っています。
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今もこの事業を頑張り続けているんですけれども、子供には可能性があるんです、全ての子供に。今日のテーマは、

私たちは貧困解消のために活動している団体ではないんですね。子供が自分の人生を生き生きと生きていくために大人

がサポートするということをしている団体なんです。その中の、たまたま教育環境のない貧困家庭の子供たちへの支援

もしているということなんですけれども、まあ、こういう問題が起きていますということです。いろいろな問題があり

まして、進学しなくていいんじゃない？ と親が言ったりとか、お金がないから大学に行けないわとか、高校に行けな

いわとか、親が健康じゃないから家事をやらなきゃいけないんだとか、あと、今、日本の中には外国の血が流れている

子供たちがものすごく増えています。そうすると、親が日本語を話せないから、全部通訳を、親の通学とか、いろいろ

なことを全部自分がやらなければいけないとか、住環境が厳しくて、これぐらいの６畳一間ぐらいのところに家族６人

ぐらいが住んでいて、子だくさんで、小さい弟たちもいるから勉強する環境がないみたいな子とか、そういう子供たち

のためには、無償で学習しやすい場を設けて、学力を向上させるということがすごく大事なんです。

●生き生きした人生をサポート

日本は識字率が１００％だと思われている方が多いと思うんですけれども、実は違います。九九が言えないだとか、

時計が読めないだとか、アルファベットが読めないという子がたくさんいます。そのまま社会に出たらどうなるかと

いったら、契約書でだまされちゃいますね。そうすると犯罪が起きたりとか、まあ、幸せが見えない感じがしますね。

そんなことが起きていますというのが実態です。そういう、川崎の事件につながるようなことも、塾をやっていると見

えてくるというのがあります。

●学習支援・居場所つくり事業

こんな感じですね。川崎市の中原区において、学習支援・居場所つくり事業というのをやっております。うちの事業

の中の１つのものとしてやっております。そして、私たちは３つの方針を立てています。第３の大人のいる場所です。

絶対に見捨てないという安心感を子供に与えます。それは、シニアの皆さん、誰だってできますよね。おまえはだめだ、

おまえはだめだと言われたら、おまえはだめな子になっちゃうんです。いい子だね、すごいね、できたねと褒め続けら

れると、子供も頑張れるんです。大人もそうだと思います。そして学力の向上では、この子たちは、学校や塾では、ま

あ、塾に行けない子が多いんですけれども、おまえはだめだ、おまえはだめだと、やっぱり言われ続けてきているんで

す。九九が言えなかったら、そりゃだめだと言われちゃいますね。先生だって見切れないというのが実態だと思います。

でも私たちは、九九が言えなかったら、「あ、足し算できるんだ、えー、すごいじゃん」と言います。そうやって、

「できた」の喜びを、１つ１つ、小さな喜びをかみしめるということをさせています。
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それから、この子たちって、高校へ行っても、ゴールデンウイークか夏休みぐらいに中退しちゃうという、こ

れも１つ、日本の中の問題です。東京都では５,０００人の中退者が毎年出るんです。中退率が、東京都知事も、

ここを何とかしないとその子たちの行き場がないということで、すごい問題に思っていらっしゃる。私たちは、

単に高校に行くということを目標にさせていないんです。高校に行って、その後どうするかという未来に希望や

意欲を持つ、こうしたいという希望を持たすということが私たちの得意分野としてやっていることで、この３つ

を大事にしています。そうすると、茶髪でピアスのにいちゃんも、やんちゃなA君も、初め来たとき、集中力が

３分だったのが９０分になっちゃったんですよ。

私、誰とも話していないんだと、学校でいじめられていたBさんは、うちのシニアのサポーターたちに応援さ

れて、今年、テニス部のキャプテンになったんですね。行動がすごく主体的で、意欲を持つようになった。そん

なことを私たちはやり続けております。

うちの団体は３００人の個人会員と法人会員がおりまして。私もバァバでした、ここでした。仲間に入れてく

ださい。そして、大学生が活動したり、小・中・高校生、こういうぐるぐる回るような関係の中で組織が動いて

おります。大体こんな感じですね。年齢層はこんな感じ。男女比は五分五分です。多様な人たちが動いてくれて

いるというような団体、高校生からシニアまでの幅広い年齢層の方が参加ということです。この方はシニアです

ね。一緒に小学校へ行って、給食を食べて、子供たちにプログラムを実践したりとかですね。
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これはわくわく学習室、さっき申しました貧困家庭の子供への支援です。この子、こういう大学生なんかと、シニ

アのおじいちゃん、ジィジと、こんな若いかわいい人たちとかと、一緒にみんなで場を作っていっています。これは

定時制高校ですね。ワタナベさん、ジィジが活動しております。これもうちのスタッフですけれども、こういう若い

かわいい人ともおつき合いができますよ。こんな感じで、よく懇親会やパーティーもやります。ジィジ、バァバの声

をちょっとお知らせいたしますと、私たちは子供たちを元気にする活動なんですね。だけどシニアの人とか大人の人

も、ジィジ、バァバもみんなハッピーになっちゃうんです。シニアの声を読み上げますと、「自分の二度目の一歩が

踏めた」、おっしゃるんですよ。「家庭以外の居場所ができた」、「自信を持てた」、「人を認められるようになっ

た」。
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「大学生の就職のサポートができた」、「会社員時代には思いもしなかった経験ができた」、「過去の仕事の

スキルが役に立った」、「次世代育成に貢献できるチャンスをもらった」、「給食が食べられた」、「仲間がで

きた」、まあ、こんなことを言ってくれております。

ということで、これまでの仕事のスキルや人生の経験を生かして、私たちは皆様のことを大歓迎いたしますの

で、よろしかったら御一緒に活動していただけたらと思っております。

あなたもキーパーソンということで、どうもありがとうございました。

【澤岡】今日のこの場といいますのは、何か１つの答えを、

これが正しいよねという答えを見出そうとする場ではござ

いませんでして、皆さんで、新しい地域づくりって、おそ

らくこういうことがキーワードになり得るよねということ

をまずは共有する場、こういったいろいろなアプローチの

仕方があるんだよということを一緒に考える場と、今日は

していきたいと考えております。ですので、そういったお

気持ちで、今日、最後まで聞いていただけたらと思います。

では、まずディスカッションに入っていくわけですが、同じようにジィジとバァバの力が次世代を育てていると

いうようなアプローチなんですが、全く異なる御三方ですので、それぞれ、ほかの方の活動というのも聞かれる

のは多分初めてだったりすると思うんですが、例えば竹内さんから見られて、桑原さん、朝山さんの取組という

のがどういう印象、感想、可能性を感じたか、それから、またちょっとこういうことも聞いてみたいなというこ

とがもしあればですが、そういったこともありましたら。じゃあ、竹内さんから、お時間の関係もありますので、

簡潔に聞いていただけたらと思います。よろしくお願いいたします。
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【竹内】 今日のお話は、また取組のテーマといいますか、形がいろいろ違いますけれども、私は、自分の

体験も、それから皆さんの体験も含めてお聞きしたのは、共通しているのはわくわく感だと。自分がわくわく

して、あるいは自分が楽しんでやるというのがやっぱり基本にあるのかなと思いました。それは、シニアが一

番生き生きできるためには、よく言われることですけれども、今日３Dという言葉がありましたけれども、前か

ら言われているのは、教育、教養というのが大事だと。というと、すぐ生涯教育を思いつかれるかもわかりま

せんけれども、今日行くところがある、今日用事がある、そういう今日行く、今日用なんですね。だから、目

的を持って、何か楽しみを持ってそこに出かけていって、何がしかのコミュニケーションをする。それに伴っ

てわくわく感を感じて、それがまた生き生きと活動できるといった点では、テーマが違っても、私は全部共通

だというふうなことを感じました。ありがとうございました。

【桑原】 私もその教育ではないですけれども、子供も大人も、もちろんおじいちゃん・おばあちゃんも、

その役割がある、その地域に誰か自分を望んでいる人がいるという、そういった環境がやっぱり生きる力にな

るんだなと思いました。おじいちゃん・おばあちゃんもそれで長生きするだろうし、子供もそれで、じゃあ、

将来、何になろうかと前向きに考えられる、その役割というのが大事なんだなと思いました。

質問としては、BABAラボはおばあちゃんだけなので、今、そのおじいちゃんの巻き込み方というのはどうい

う工夫があるのかなというところをちょっと知りたいですね。

【澤岡】 どうもありがとうございます。私も実は桑原さんのお話、バァバはすごくみんな輝いて、美しい

女性たちがたくさん出ているんですけれども、どう見てもジィジがあまりいらっしゃらなかったので、あわせ

て御二方に、まず桑原さんからの質問ということで、その男性の巻き込み方、ジィジがこれからどう巻き込ま

れるかというようなお話をいただけたらと思うんですが、あわせて私からもついでに桑原さんに御質問させて

いただきますと、BABAラボとしては、これから何かジィジに対するアプローチというのも考えていることがあ

りましたら、お二方が御回答いただいた後に、また御回答いただけたらと思います。

【竹内】 難しい御質問ですね。ただ、男性と女性の違いは確かにありますね。女性のほうは、私は横のコ

ミュニケーション、あるいは、非常にとりとめのない話であっても、わりに主婦同士のコミュニケーションと

いうのは地域で生まれがちなんですね。そういうコミュニケーションが下手なのが男性なんですよ。つまり

ジィジなんですよ。ですから、気持ちがあっても、ちょっとコミュニケーション不足からチャンスをつかみか

ねているという、潜在的ジィジのパワーというのが絶対にあると思います。だからアンケートでもよく、何か

目的を持って行動したいけれども何から始めていいかわからないという、きっかけを探しているジィジは多分

潜在的にあるから、それをどう引き出してくれるか。これは何でもテーマ、その人が少しでも、こういうこと

で社会のために、あるいはそういう社会のためにというよりも、自分が元気になるために、それから、感謝を

受けたら自分のパワーがどんどん出てくるという、その喜びを、何かきっかけをつかめれば、テーマはいろい

ろあっても、可能だと思います。 私自身も６５歳まで電気エンジニアと申し上げました。６５歳から突然農

園という、農業に関心を高めていってここまで来たということもありますし、きっかけだと思いますね。それ

をつくる方法は、例えば女性がたくさんいる場には寄りやすいですよ。絶対にそう思います。だからうまくそ

れを呼び寄せる働きかけをしてほしいと思います。

【澤岡】 では朝山さん、いかがでしょうか。
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【朝山】 多分BABAラボの中身って育児という感じなのでバァバがいっぱい来てくれるんだと思うんですけれ

ども、うちの団体って、男性のジィジが多いんですね。何でかなと、今、初めて考えたんですけれども、一番初

めに、この団体を立ち上げたときに来てくださったコンドウさんというおじいちゃんも、ある新聞記事を読んで

電話をくださったんですよ。任意団体としてスタートして６か月目のときにお電話をくださって、女性ばかりで

大変でしょう、やっぱりこういう組織を作っていくときには男性の力が必要なんだよと仰ってくださった。だか

ら、この団体、危なそうと思ってくださることも１つこつかなと思ったり。あとは、今、うちの経理はサイトウ

というおじいちゃんが一手に引き受けてくれているんですけれども、やっぱり経理とかって男性のほうが強かっ

たりする方が多くないですか。そうでもないですか。

気のせいかな、わからないですけれども、何か助けてあげなきゃみたいな感じで来てくださる方が多かったり

とか。あとワタナベというのが活動してくれていたんですけれども、ちょっと病気になってしまったので、経営

のところで、「ノウハウが足りなかったら僕が役に立つよ」みたいな感じで仰ってくださって、男の人の得意分

野と女の人の得意分野って違うと思っていて、今のバァバ世代は働いていなかった女性の方も多かったと思うん

ですね。だから子育てというところには得意分野として生かせるけれども、今の時代のジィジは働いてきている

人たちですから、仕事をするということがあって貢献ができるのと、あとうちの団体の場合、若者が、高校生や

大学生が仕事を持って自立をしていくということの分野なので、自分の働いてきた経験というものをプラスアル

ファとして考えやすいんですね。経験がそのまま子供に生かせるわけではないけれども、イメージが湧く、将来

を決めるとか、働くということに対してイメージが湧くので、男性が多いのかなと勝手に思ったりします。つま

り、何か男性が活躍しやすいものをネタにされたら男性がいっぱい来るんじゃないでしょうか。

【澤岡】 ありがとうございます。今、出てきたワタナベさんに関しましては、私もちょっとおつき合いをさ

せていただいていたんですが、２人でお茶を飲んでいると、「うちの代表さあ、ああじゃない？ だから僕が後

ろからちゃんとサポートしてあげなきゃだめなんだよ」と、うれしそうに仰っているワタナベさんの笑顔を、今、

思い出してしまって、まさにそこですよね。

【朝山】 そうなんです。だから、代表はだめなほうがみんな助けてくれるというセオリーは、うちでは成り

立っているんですね。

【澤岡】 今、こういった話も出てきましが、BABAラボがあるくらいなら、単純な思考なんですけれども、

「JIJIラボ」とかがあってもいいんじゃないかと、ちょっと思ってしまうんですが、何かそういったことという

のは考えていらっしゃいますか。

【桑原】 実は、今、それを計画しておりまして、今、商品をいろいろ作って売っているんですけれども、そ

の商品開発のところと、その販売、営業のところの力がちょっと足りないので、そこをおじいちゃんたちの力に

頼ろうかなと、今、BABAラボ内で話が出ておりまして、そこで「JIJIラボ」というのを、営業部隊で、商品開発

をするかはわからないですけれども、つくろうかなと思っているんですね。

まずはリーダーというか、中心になる人を、今、スカウト活動に励んで、いろいろな会で、「JIJIラボ」をや

りたいんですけどという話をして、スカウトをしているところです。でもなかなか、ああ、それいいね、こう

やってやればいいじゃんと言ってくれる人はいるんですけれども、お願いしますと言うと、みんな「うーん」み

たいな、ちょっと忙しいんだよとか、俺はちょっとな、みたいな人が多いので、なかなかいなくて、もし皆さん

の中に「JIJIラボ」をやりたい方がいらしたら、ぜひBABAラボまで御連絡ください。
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【澤岡】 竹内さん、ありがとうございます。そうですね、あまり意識していなかったんですが、今日ここに

男性が、この並びにジィジが１人だけだったという、それこそジィジを代表する、今、１つアドバイスをいただ

けたのかなと思いますが、では朝山さん、この御二方の取組などを聞かれて、何か感じられたこととか質問がご

ざいましたらお願いします。

【朝山】 さっき樋口さんのお話の中で、「ファミレス社会」という言葉が、聞いた方は耳にされたと思うん

ですけれども、聞いていない方のために、ファミレス社会は、あのレストランのファミレスではなくて、ファミ

リーレス、ファミリーがない社会に、今、日本は突入しつつある、地域が崩壊するとか。そういう中で、まさに

このわくわく農園も、BABAラボも、ファミリーなんだなという印象をすごく受けて、何かすごいうれしい気持ち

になりました。どちらにも私も参加したい、「私も入れて」と思うような、そんな気持ちになりました。

うちの活動の中でも、御二方の活動のように、ダイナミックにそういう場が、交流の場という感じではなくて、

学習支援という形であったり、学校への支援という形だったりするんですけれども、やっぱりファミリーのよう

な、さっきの話でいくと、ワタナベは実は亡くなったんですね、こういう話をしていいかわからないんですけれ

ども。そうすると、子供がお焼香をあげに行かせてくださいと言うんですよ。だからそういうのって、ちゃんと

つながっていくというか、ファミリーなんだなという感じを勝手に持ったりするので、そういう印象をすごく受

けて、大事な活動だなと思いました。

【朝山】 そういうことを目指して初めからそうされていたのか、結果としてそうなったのか、どちらですか。

【竹内】 やはり何かのつながりというのは、つまり共有するものがあるということが大事ですね。大げさに言

えば志。それからまた、趣味の世界だけではなくて、何か一緒にしようとしたときに、ある種の志の共有がない

限り長続きしない。その志がどこで共有できるかということを最初にもくろむ、探すという作業が、最初のス

タートのときは非常に肝心かなと。

私は、一番最初にお話ししましたように、チーム・ブランパを結成するときに、ふっと頭に描いたのは食材のこ

と、野菜をつくるということは食材を扱うことですから、料理教室のメンバーに話したら共感を得られるのでは

ないかということから、だからそういう、まず最初のきっかけは、共有するものがあったということが、今の長

続きしている１つの要因ではないかなと思いました。

だから、今までのいろいろな活動をお聞きしても、何かそういう志を共有するきっかけがどっかでできたんだろ

うなと、あるいは作ったんだろうなと、それがスタートのときには一番大事ではないかと、そんな感じを持って

いますね。できたら、共有するものがあればファミリーになれるんですよ。常にそれで会話が回るし、それがポ

テンシャリティにつながっていくわけですね、目標の１つですから、と思います。

【竹内】 今の話を引き継いだ格好ですけれども、会社でいろいろな役割を果たしてきた男性は、やはりマ

ネジメントだとか、あるいは企画という面では経験が豊富なんですね。だからそういったところが、さっきも

ちょっと話が出ましたけれども、経営だとか、あるいは企画面で活用されたら能力が引き出せると思うし、そ

れから私の場合は、農家というのは、野菜のノウハウはすごくポテンシャリティが高いけれども、そのマネジ

メント、それから役所に対するいろいろな事業申請の書類づくり、こういうのに関しては二の足を踏むんです

ね。だから、それは全部私たちがやってあげますということが、一歩が踏み出せるわけですよ。だから、そう

いう企業経験者の、これは何でもない常識なんだけれども、必ずしも一般化されていないようなところを引き

出したら、ジィジの活躍の場がもっと広がると思います。
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【竹内】 これ、実物を持ってきたんですけれども、こういうのが毎年、我々にプレゼントとしてあるわけな

んです。これは学校給食の食材を提供した全てのメニューが、調理室の、いわゆる料理のプロセスまで含めて全

部記録されていて、年間のそういう料理なりレシピの感想が、生徒たちの寄せ書きでこれにくっついているんで

すよ。こういうものを、これは１冊しかもらえませんけれども、そのファミリーで共有して、よかったねという

共感を得るというのが、ファミリーとして、またこれがすごいパワーの、あるいは元気のもとになるんですね。

これは実物です。これが２６年度で、これが２５年度です。こんな立派なものを。これを出してもらうようにな

るのが、やっぱり学校との間にまた時間がかかったと、こういうことですね。

【澤岡】 確かにそうですね。家族であれば、ずっと時

間軸、過ごしてきた時間の長さもありますので、おそらく

共有するものって何だろうと考える必要もないぐらい何か

があるのかもしれないですけれども、疑似家族とか、新た

なファミリーというお話を考えるときには、時間をかけて

共有するものが何なのかと……。

【澤岡】 はい、一緒に考えていくということが、作っていくということがすごく重要なポイントなのかなと

思って、今、伺っておりました。私からも質問させていただきたいんですが、今日お招きさせていただいた御三

方といいますのは、世間的には、それこそキーパーソンさん、BABAラボさん、それからチーム・グランパさんと

いいますと、知っている人は知っている、まあ、当たり前ですが、その評価といいましても、成功している方々、

成功している取組だというふうに、よく皆さん評価をされます。ですが、おそらく何かやはり……、あら探しを

するわけではなくて、うちはうまくいっています、完璧ですというところでしたら、それはそれで、そう答えて

いただけたらと思うんですが、何か、今、抱えている課題といいますか、大きな壁とか、そういったことがあり

ましたらお伺いしたいなというのが１点。

【桑原】 私はちょうど子供が生まれて起業したんですけれども、やっぱり子供を育てていくときに、自分た

ちの家族というか、血のつながりの中だけではなくて、社会の中で育てていきたいなという気持ちが強かったの

で、なのでBABAラボを作って、そこに自分の子供を置いて、いろいろな他世代と交流して、でも、それが自分の

子供だけじゃなくて、いろいろな子供たちが集まってというのは結構最初から意識していましたね。

途中からまた１個ギアが入ったというのは、最初、仕事に人を当てはめていたんですけれども、途中から、そ

うではなくて、入ってくる人を、来る者拒まずで、来てくれる人に対して仕事を当てはめるというところを意識

してだんだんやるようになっていったら、さらに世代が広がって、いろいろつながりが増えてきたかなと。今後、

職場を通してか、ちょっとわからないですけれども、その疑似家族みたいなところはもっと地域にたくさんでき

てくればいいなと思いますね。

【竹内】 それと、さっきの共有するものの、最初もそうですけれども、その後、そういう感激なり体験が、

よかったねと共有し合えることがまた大切ですね。
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